
大気圧プラズマを用いた流動層プラズマの形成

流動層を流体を流すことなく高電圧を印加してプラズマ放電により
形成するもので、流量と独立に流動層プラズマが形成できる技術

本技術のアピールポイント
流量を増加する必要がなく、大気圧プラズマの最
適化を行うことで流動層プラズマが形成できるので、
生成物を生成する反応速度を飛躍的に向上させる
ことが期待できる。
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数nm～数百 nmの誘電体粒子を充填した系で,ガスを流すことなく，高電圧を印加す
ることでプラズマと流動層を同時に引き起こす流動層プラズマを形成するものです。
さらに誘電体バリア放電形式を採用することで，広い放電範囲で非熱平衡流動層プラ

ズマを形成することが出来ます。
本発明の最大の特徴はガス流に依存しない流動層を形成することが出来ますので，微
粒子としてナノ粒子触媒を用いることで，高い比表面積の触媒とプラズマと反応ガスが最
適に反応する反応場を形成することが出来ることです。

図１:実験装置構成 図１：大気圧誘電体バリア放電を用いて，
NHラジカルを作用させて，酸化マグネシ
ウムから窒化マグネシウムを合成する実
験。（MgO + N2 + H2  → Mg3N2 + 
NH3 ）
背景ガスは封入状態、酸化マグネシウム
粒子は強制的には流動化させていない。

図２：酸化マグネシウムの粒子の大きさ
が10μm以下では格段に窒化マグネシウ
ムの合成量が増加する。
図2 Mg3N2合成量 図3 放電映像

図３：飛躍的な合成量の増加、放電映像、処理
後のサンプルばらつき量から、酸化マグネシウ
ムが流動化していると判断される
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